
 

 

 

 

 

 

発 言 通 告 書 
 

令和 3年 9月 9日 

松 山 市 議 会 議 長  若 江   進  殿 

松 山 市 議 会 議 員  吉 冨 健 一     

次のとおり通告します。   
 

発言順位 ２ 受領日時 9月 9日 午前 8時 30分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 60 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

1 コロナ禍における本市職員のテレワー （１）出勤者削減に向けての取組と現状について 

 ク推進について （２）本市職員の一層のテレワーク推進について 

   ①テレワークの実人数は何人か。 

   ②実人数を増やす必要があるのではないか。 

    また、端末数を増やす必要があるのではないか、見解を問う。 

  （３）テレワークで実施可能な業務の選別について 

   ①テレワークで実施可能な業務の選別はどの程度できているのか。 

    また、その内訳はどのようになっているのか。 

   

2 新型コロナウイルス感染症対策につ （１）本市職員への黙食の勧めについて 

 いて （２）市内飲食店などへの黙食の啓発・普及について 

  （３）新型コロナワクチンの夜間接種窓口の開設について 

   ①夜間接種の窓口を早急に開設すべきではないのか。 

   ②予約不要で接種できる機会を設けるべきではないのか。 

   

3 1年半のコロナ禍における高齢者福祉 （１）DV、認知症、筋力の低下など社会的孤立が影響している諸課題 

 について  について 

  （２）コロナ禍における地域団体などの役割について 

   ①新型コロナワクチン接種の推進において、地域包括支援センター 

    や民生委員、地域団体や各種事業所などはどのような役割を果た 

    したのか。 

   ②社会的孤立の防止に携わる、民生委員やまちづくり協議会など 

    の地域団体などへの支援について問う。 
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 2 枚中 2 枚目 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

  （３）高齢者の足の確保、移動支援について 

   

4 1年半のコロナ禍における障がい者 （１）コロナ禍における障がい者就労への支援について 

 福祉について  ①1年半のコロナ禍において、本市は障がい者就労に関してどのよ 

    うな支援を行ってきたのか。 

   ②今後どのように取り組むのか。 

  （２）障がいのある方の孤立防止について 

   

5 奨学金返還の支援について （１）自治体が行う奨学金返還支援制度の導入について 

  （２）本市が奨学金返還支援制度を導入した場合の試算について 

  （３）企業による奨学金返還支援制度の啓発・普及について 

   

6 おうちミュージアムについて （１）坂の上の雲ミュージアムが取り組んでいる「おうちでミュージアム」 

   の反響について 

  （２）本市の市立博物館の「おうちミュージアム」への参加について 

  （３）インターネットを活用した博物館活動の推進について 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


